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　　　　　　　　　療育施設での幼児と療育者の関わりの分析
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薇留と厚砺
心身1こ障害がある子どもの発達支援には、他者とのコ…ユニ

ケーションの姿勢を育てることがその基本となる。また視覚一触

覚・聴覚といった五感1こ訴えかける方法が有効であり、マルチ

メディアの特徴を十分活用した電子情報支援技術を生かしたコ

ミュニケーション支援システムの療育や教育への潜在的期待と

可能性は高い。

主に発達の遅れや偏りのある幼児を対象1こした障害児のため

の療育支援用コ…ユニケーシ目ンシステムrたっち巾んのコネク

島」は、タッチの精度が高く、軽く画面に触れるだけでコンテン

ツを自在に操れる“EXTR＾Xlネクストラックス〕’を用いて、乳

児期後半のr反応を繰り返し楽しむ」段階からr物を媒介1＝して

人との関係を広げていく」コ…ユニケーションの基礎となる段階

の発達支援にも対応できるようなソフトである。

本研究の一連の報告で1ま本ソフトの試行的実践評価を行うた

　一　　　　　一日　｛　申　　一一］’■、“　一　　　　　　f　　…i≡、　’一

動し一、　　’ヰ　　一二・　ミ　　’’　一　　、　△

よ一右　　　るのか　　　し　ソフト1＝　る　　≡・・価を

することをめざした日特1＝相互的コミュニケーションの成立には、

送り手が次は受け手になるターンテイキング（役割交代〕のルー

ル習得など1こも注目した。

本研究では、一連の発表1＝おいて参加児とコ…ユニケーションパー

　　　　　　　　　．一方彦　」

参加児．：

都内療商施設に外来また1ま通園する幼児1＝追加の療育プ目グラ

ムとして参加することを提案し、保護者が本プロジェクトの趣旨に

賛同し参加表明をした12名の参加児。　　PO09名、MR3名

　　　　　　　平均年齢者1ま4饒11か月盤巖10か月川O歳1か月〕

新版K武発達検査。01里山軸ゆ＾冊か月一2融か月〕

　　　　　　　　姿勢一週動領域6か月｝3歳1か月

　　　　　　　　認知一適応領域8か月叫歳10か月
　　　　　　　　菩語一社金額載7か月＾1歳畠か月

日本語マッカーサー乳幼児言語発達質問紙を準用した＝1…ユ＝＝

ケーション評価は前言語期～初期言語期だった。

　　　　　　　　　方法

高感度タッチ式15インチプラズマディスプレー使用

＝1ミ…ユニケーションパートナーである支援者が参加児にコンテンツ

に楽L＜闘われるような支援をするのを養育者が傍らで見るという

状況で織票が行われた口

識プレイルーム設置の固定VTRと手動、πR
支援を
参加児療育を担当している当該施設の療育者であり、職種は心
理職、言語聴覚士であった。

実施置駈
　ひと月あたり2回、一回1＝つき20分前後

　療育施設の一室でおこなった日

コンテンツ1

現在利用可能な3種のコンテンツに共通する特徴は、（1）タッチパネル

の使用により、指や手掌で触れる、つっ＜、押す、なぞる、ひっぱる、描く

などの操作がたやすく可能、く2〕触れると何らかの反応｛画像やアニ

メーションがそれぞれ1：動＜、擬音、擬態語、昔声、メ回ディ）が返ってく

る、（3）複数の人で同時1＝操作ができるので、相互的コミュニケーション

のツールとして使用可能、などが指摘される。本報告の参加児が使用し

たコン子ソツの一部を図1に示した。
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カエル
画面はカゴ＝ル、ヒヨコ、人形

さわると擬音、擬態語とと毛1＝

飛び跳ねる。

画面をなぞるとウェーヴして

連続ジヤンブがみられる。

ばこ

箱画面にちらぱったいろいろな

箱1ニタッチすると、緒から花や

蝶が飛び出す。

咲いた花や飛んでいる蜘こタ

ッチすると箱の中に戻る。






